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１．宜野座村議会からの要請
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２．金武町議会からの要請
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陳 情 番号
（受理年月日）

件 名 及 び そ の要 旨
（陳情者の職・氏名）

経 過 ・ 処 理 方 針 等

陳情平成28年第60号
（平28年６月28日）

件名 鉄軌道の導入ルートに関する陳情
陳情者 宜野座村字宜野座296番地

沖縄県宜野座村議会議長 小渡 久和

要旨
沖縄県では、沖縄21世紀ビジョンの北部圏域における計
画において県土の均衡ある発展のため鉄軌道を含む新た
な公共交通システムの導入に向けた取り組みが行われて
おり、沖縄鉄軌道技術検討委員会では那覇市と名護市を
結ぶ４ルート案が示されている。
ところで、宜野座村における公共交通網は、国道329号、
沖縄自動車道の幹線道路を有しているが、公共交通機関
は沖縄バス１社による運行のみの状況であり、通勤・通学
などの住民生活に不便が生じている。また、金武町から宜
野座村に至る地域は、近年、スポーツや観光施設が整備
され、スポーツ合宿や体験学習の受け入れが盛んになり、
人の往来が活発になっている。さらに、大型リゾートの開発
や情報産業の発展が期待される地域であることから雇用
増大が見込まれている。
鉄軌道の導入は、住民生活の利便性の向上を図るととも
に、通勤時間帯における中南部地域の渋滞緩和にも寄与
し、経済的にも有効な手段と思われる。また、東海岸側は、
なだらかな丘陵地となっており、太平洋の雄大な景観を楽
しむことができ、さらに用地の確保及び将来的な宅地造成
についても優位性がある。
ついては、鉄軌道の整備に関し、県土の均衡ある発展を
目指す観点から、４ルート案のうち、中部東・北部東ルート
案（Ｄ案）を採用するよう配慮してもらいたい。

鉄軌道の計画案づくりは、県民や市町村等と情報共
有を図りながら、５つのステップで段階的に検討を進め
ており、現在は、複数のルート案の比較評価などを行う
ステップ４の段階に入っております。
計画案づくりは、沖縄２１世紀ビジョンで示された「沖
縄の将来の姿」の実現や陸上交通の現状の課題解決
の観点から
・県土の均衡ある発展
・中南部都市圏の公共交通の整備による渋滞緩和
・県民・観光客の移動利便性の向上
・世界水準の観光リゾート地の形成
・低炭素社会の実現
・駐留軍用地跡地の活性化

を図ることを目的に進めていることから、計画案づくりに
あたっては、沖縄の将来を見据えた大局的な観点から、
検討を行うことが重要と考えております。
そのためルート案の選定にあたっては、事業の目的
に照らし社会面、経済面、環境面等様々な観点から客
観的、総合的に検討を行っていく必要があります。
ステップ４以降では、複数のルート案について、県民
や市町村等と情報共有を図りながら設定した評価項目
に基づき、客観的評価を行い、よりよい案を選定してい
くこととしております。
なお、比較評価結果についても、これまでの検討と同
様、ニューズレターや市町村会議等を通じて、県民や市
町村等に情報提供を行い、意見を頂きながら検討を進
めていくこととしております。

３．沖縄県議会における対応（宜野座村議会からの要請）
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陳 情 番号
（受理年月日）

件 名 及 び そ の要 旨
（陳情者の職・氏名）

経 過 ・ 処 理 方 針 等

陳情平成28年第90号
（平28年８月22日）

件名 鉄軌道整備に係る中部東・北部東ルート（D案）の
実現に関する陳情

陳情者 金武町字金武１番地
沖縄県金武町議会議長 嘉数 義光

要旨
「沖縄21世紀ビジョン基本計画」において、今後の公共交
通改善の政策課題の一つとして鉄軌道の導入が計画され
ており、鉄軌道技術検討委員会では現在、那覇－名護間
を１時間以内で結ぶ総延長60～67キロメートルの４ルート
案を検討中である。
金武町における交通網は、国道329号、沖縄自動車道の
幹線道路を有しているが、公共交通機関は沖縄バスのみ
であり、一般の通勤・通学及び米軍人・軍属の車両等によ
る交通渋滞が住民生活に多大な影響を及ぼしている。さら
に近年では、ネイチャーみらい館での体験学習の受け入
れ、金武町べースボールスタジアム及び金武町フットボー
ルセンターでのスポーツ合宿等の受け入れ、ギンバル訓
練場跡地整備による往来の活発化並びにホテル等の建設
計画もあることから、交通渋滞の緩和は喫緊の課題である。

鉄軌道導入は、住民生活の利便性の向上を図るとともに、
朝夕のラッシュ時間帯の渋滞緩和にも寄与することが見込
まれ、経済的にも有効な手段であると思料する。
ついては、下記事項につき配慮してもらいたい。

記

１ 鉄軌道の整備については、県土の均衡ある発展と交通
渋滞の緩和を目指す観点から、４ルート案のうち中部東・
北部東ルート（Ｄ案）を採用すること。

宜野座村議会からの要請と同じ処理方針

３．沖縄県議会における対応（金武町議会からの要請）
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